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天理教教理史断章（94）

近愛文書  ⑮ 	 おやさと研究所員
安井　幹夫　Mikio Yasui

39　明治廿八年十月七日　刻限御話し
さあへこれへこんやと云ふこんや　すうきりさしずする　
とんな事もさじす通りもちいらねばならん　とふゆふさしずす
るなら　日々せわしい　いそかしいと云ふわ　とふゆふ処から
せわしいなる　みんなでゝくる　まんそくあたへる　まんそく
のりがせわしい　世界いまゝて　けつこふわわかりてあれとも
この里にわか」（103 オ）
らん　たふん人がいりこむへ　これからなんほいりこむやしれ
ん　とこからてゝくるやわからん　世上にてハそうじをしかけた
とこから　とふゆふものがでゝくるやわからん　いつともわから
んへ　先からさとす　あつてからさとすやない　さしす通りみ
なあつてくる　あらへハいまゝてわかりてある　おふぼふのよ
ふなもの　是から日々日がたてバとふゆふ事も」　（103 ウ）
はこばにやならん　むつかし事一寸はなしかける　とふゆふ事
はなしかける　なるほどみのさわり　いくゑへ　なんぼさし
ずしたとて　さしずわそのばかぎり　とふしたらよい　こふし
たらよいとゆへと　みなそのまゝさしずなくても　かつてたけ
わ　よふてける　さじす通りでけんへ　さしずとふてきた事
もある　できてもふしよベだらけ」（104 オ）
あちらはらたて　こちらはらたて　一ツの里にをさまらん　た
かいたかいのこゝろさい　みんなはなしあるなら　一時の里に
をさまる　是迄ハおれかへと云ふても　みんな神の道　神か
はたらけばこそ　日々の道である　それてむつかしい事つとめ
かける　年限へとれたけ年限と云ふ　年限のたつた者でなけ
にや用木にわならん　つかわれよふまい　年限」（104 ウ）
たゝん者ハ用にわならん　年限たつた者ほとつよいものわない　
用木とゆへバふしん　なんほ　とれだけきれなといふても　わか
いものやほそい者でハもたん　年限たつた者なら　なんほふし
かあつてもいかんで　いかんてあつてもこたへる者かこたへるて
へ　そんなほそい者ハまにあわん　とふゆふ年限たいて年限そ
ふたけまにたつ　年限の古いよふ木でハそろわん」（105 オ）
あとへたらん処ハ年限まつより外はない　年限たつたならこ
そ用木といふ　用木ハなんぼいらつてもいかん　そこてこれと
ふしよと　めへへのまゝとゆふてハせかいのまゝにいかん　
とふしたとてできん　でけん者ハしいとしていても　てけるも
のならでける　とふしてくれとも　こふしてくれともいわん　
ことは一ツが用木の力ならどふする　よふもとす」（105 ウ）
事できん　みんなそれにもたれへで　わか木かそたつ　世界
なんぼそだつともわからん　そふしたら世界とんな事でけても
こわい道わない　これからせいてへ　とこまでせくやわから
ん　世界にわ新らし道が千すじもてけてきた　とんな用木てけ
るやらわからん　あちらの国から用木　こちいの国から用木　
たにそこにもある　ひ」（106 オ）
くき処から引出せは　はやいへ高い処の用木ハ　するへとお
れてくる　とんな用木よせて　とんなしことするやらわからん　
ちいさい心わやめてくれ　うたぐりへ心わやめてくれ　ほしい
おしいうらみそねみの心わやめてくれ　そこでせき一ツの里をよ
くきゝわけてくれ　里一寸たつたひとことはなしおくで（106 ウ）

40　明治廿九年四月廿一日
さあへいかなる事もいふてくるへ　みなこれまで十分はな

しつたへたる　とんな事もしよふといふてなるやない　今一時
たずねるところ　どふゆふ事もあるへ　たずねる処どんな事
もすつきりとりしらべさす　とりしらへさすといふへバ　おか
しいおもふやろ　地方庁へねがふへ　却下やへ　とふして
もならんとき　このところ」（107 オ）
にでわならん　みなすうきりよせてしまふへ　たすねにやな
ろふまい　一時みれバこわいよふなもの　こわい中うまい事が
ある　水かつく　山がくずれる　大雨やへ　いく処がない　
なれとあとわすつきりする　今一時とふなろふとおもふ　心さ
へしつかりしていれバ　はたらきをするわいへ　はんたいす
るものもかわい我子　ねんする者もハなをの事　なれどねんず
る者でももちいねは　はんたいどうよ」（107 ウ）
ふの事　是迄ほんのことばへでさしずしてある　これわとい
ふよふな物ハさしずがさしずやないとゆふ　せかいのはんたい
ハいふまでやない　道の中のはんたい　道の中のはんたいハ　
こゑをする処をながしてしまふよふなもの　こんな処にこんな
事があつたかと　あさやかわかるほどにへ　かならずくやむ
やない　くやむたけつなげへ　これからハとうてもみなあつ
める」（108 オ）
ほとに　山がくづれる　水がつく　雨風や　どこへかけつく処
もないといふよふなもの　とろ水すつきりなかしてしまふ　と
ろ水の間わとんなしやんしてもどうもならん　心一ツの里をつ
なげへ　いかんとゆへバはいとゆへ　ならんといふへばはい
といふへ　とんな事もみてをるほどにへ
　会議ノ点に付御願
さあへぜんもつて事情さとしたる」（108 ウ）
とろ水の中といふわ　とこへかけつこふといふよふなもの　一
時とろ水の中やから見ている　尋る処ハみなこふしたらよかろ
ふといふ処　それわいかんとわゆわん　おちてしもてからとう
もならん　なくなつてからどうもならん　とろ水の中でもあち
らへはいあがり　こちらへはいあかりすれハ　とうなり道がつ
くこれがいかんといふへバはいとゆへ　ならんといふへバはい
とゆへ」（109 オ）
是よりはいあかる道わない　もふあんしんの言をさけておこふ
これがならんとゆへバはい　いかんとゆへハはいとこたえておけ
さあへ尋る処へ　それわ心にもつて又ぼつへ」（109 ウ）

41　明治廿八年五月十九日　本部長御伺後六時半
（注）	 おさしづ書では、「明治二十八年五月十九日　午後七時半

分支教会長一同帰部の上、教長御身上に付、　本部員共に
分支教会運び方将来心得事情願」である。

さあへへだんへ事情ハはこびへ　又事情ニ事情　ミな
それへとふく処　心事情どふもつて　一日の日にたづねてる
処　よふミな一ツの事情から心と云ふ里をもてくれにやわから
ん　もふをたやかいけば　おだやか心でこゝろをわかさんよふ
よふきゝわけ　みなせつと云ふ里かある　どふゆふ」（110 オ）
せつもある　せつきてだんへ事情できたで　せつとりかやす
に　とりかやされん事情になる　みな兄弟つれてもとりたから
よふきいてくれ　長らくの道の事なら　とんな日もある　兄弟
ばかりならよい　なれどそふへわいこまい　よふききゝわけ
つゝしみの心が元である　　　　　　　　　　　　（以下次号）


